
         

シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
家
の
人
々 

         



あ
ら
す
じ 

シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
家
の
屋
敷
内
で
は
絶
え
間
な

く"

ベ
ッ
ド
争
奪
戦"

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。 

挑
戦
者
は
天
井
に
糸
で
吊
さ
れ
、
可
動
式
の
シ
ン
グ

ル
ベ
ッ
ド
に
仰
向
け
に
な
っ
た
王
者
が
真
下
で
待
ち

構
え
る
。 

 

糸
が
切
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
王
者
が
ベ

ッ
ド
を
動
か
せ
ば
挑
戦
者
は
床
穴
へ
と
落
ち
て
ゆ

く
。 

そ
の
日
、
長
男
の
哲
也
（2

4

）
は
ベ
ッ
ド
争
奪
戦

に
挑
戦
す
る
も
あ
え
な
く
敗
れ
、
穴
に
落
ち
て
地
下

部
屋
行
き
と
な
る
。 

地
下
部
屋
で
は
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
家
の
人
々
が

再
挑
戦
の
た
め
の
抽
選
待
ち
を
し
て
い
た
。 



抽
選
に
当
た
ら
ぬ
ま
ま6

0

年
に
わ
た
る
無
為
な

日
々
が
過
ぎ
、
す
っ
か
り
年
老
い
た
哲
也
だ
っ
だ
が

つ
い
に
ベ
ッ
ド
争
奪
戦
の
挑
戦
権
を
手
に
す
る
。 

挑
戦
前
、
哲
也
は
「
栗
林
太
郎
」
と
ラ
ベ
ル
に
書
か

れ
た
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
飴
玉
を
し
ゃ
ぶ
り
、
栗

林
太
郎
の
生
命
力
を
吸
っ
て
若
返
る
。 

 

こ
う
し
て
哲
也
は
再
び
ベ
ッ
ド
争
奪
戦
に
挑
戦
す

る
。
一
家
の
こ
の
営
み
は
永
久
機
関
の
よ
う
に
続
く

の
だ
っ
た
。 
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シ
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デ
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シ
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シ
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シ
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シ
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シ
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シ
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シ
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シ
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シ
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シ
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デ
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シ
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デ
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栗
林
太
郎 

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン 

百
合
子 

 
 

太
郎
の
母 

亜
美 

 
 

 

太
郎
の
妻 

愛 
 

 
 

 

太
郎
の
娘
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○
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

家
・
大
広
間 

 
 

だ
だ
っ
広
い
室
内
。 

 
 

車
輪
付
き
の
可
動
式

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

が
一

台
、
床
に

敷
か
れ
た

レ
ー
ル
の

上
に
設
置

さ
れ
て
い

る
。 

 
 

ベ
ッ
ド
に
は
サ
イ
ド
レ
バ
ー
が
つ
い
て
い
る
。 

 
 

哲
也
（2

4
）
、
ベ
ッ
ド
の

上
で
仰
向

け
に
な

り
、
サ
イ
ド
レ
バ
ー

を
握
り
し
め
て
い
る
。 

 
 

真
上

か
ら
、
四
女
（2

0
）
が
糸
で
吊

さ
れ
た

状
態
で
ゆ
っ
く
り
と

降
り
て
く
る
。 

 
 

二
人
、
じ
っ
と

見
つ
め
合

う
。 

 
 

今
に
も
切
れ
そ
う
な

糸
。 

 
 

や
が
て
糸
が
ぷ
つ
ん
と
切

れ
る
。 

 
 

四
女
、
ベ
ッ
ド

へ
向
か
っ
て
落
ち
て
く
る
。 

 
 

哲
也
、
と
っ
さ
に
レ
バ
ー

を
引
い
て

ベ
ッ
ド
を

ス
ラ
イ
ド

さ
せ
る
。 

 
 

床
下

か
ら
穴
が

現
れ
る
。 

 
 

四
女
、
穴

の
底

へ
落
ち
て
い
く
。 

 
 

哲
也
、
レ
バ
ー

を
戻
す
。 

 
 

ベ
ッ
ド
が
定
位
置
に
戻
り
、
床
下
の

穴
が
ベ
ッ
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ド
で
塞
が
れ
る
。 

 
 

天
井

か
ら

1
6

男
（2

1

）
が

糸
で
吊
さ
れ
て

降

り
て
く
る
。 

 
 

1
6

男
、
筋
肉
質

な
体
つ
き
。 

 
 

二
人
、
に
や
り
と
笑
い
あ
う
。 

 
 

糸
、
切
れ
る
。 

 
 

哲
也
、
す
ば
や
く
レ
バ
ー

を
ひ
く
。 

 
 

1
6

男
、
床
穴
へ

落
ち
る
。 

 
 

哲
也
、
レ
バ
ー

を
戻
す
。 

 
 

ベ
ッ
ド
が
定
位
置
に
戻
る
。 

 
 

天
井

か
ら

4
8

男
（2

1

）
が

糸
で
吊
さ
れ
て

降

り
て
く
る
。 

 
 

4
8

男
、
さ
ら
に

筋
肉
質
な

体
つ
き
。 

 
 

哲
也
、
息

を
の
む
。 

 
 

糸
、
切
れ
る
。 

 
 

哲
也
、
す
ば
や
く
レ
バ
ー

を
ひ
く
。 

 
 

4
8

男
、
床
穴
へ

落
ち
る
。 

 
 

哲
也
、
レ
バ
ー

を
戻
す
。 

 
 

ベ
ッ
ド
が
定
位
置
に
戻
る
。 

 
 

天
井

か
ら

4
9

男
（2

1

）
が

糸
で
吊
さ
れ
て

降
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り
て
く
る
。 

 
 

4
9

男
、
究
極
に

筋
肉
質
な

体
つ
き
。 

 
 

哲
也
、
不
安
。 

 
 

糸
、
切
れ
る
。 

 
 

哲
也
、
す
ば
や
く
レ
バ
ー

を
ひ
く
。 

 
 

4
9

男
、
床
穴
へ

落
ち
る
。 

 
 

哲
也
、
レ
バ
ー

を
戻
す
。 

 
 

ベ
ッ
ド
が
定
位
置
に
戻
る
。 

 
 

天
井

か
ら

9

男
（2

2

）
が

糸
で
吊
さ
れ
て
降

り
て
く
る
。 

 
 

9

男
、
す
ら
り
と
し
て
い
る
。 

 
 

二
人
、
見

つ
め

合
う
。 

 
 

糸
、
切
れ
る
。 
 

 
 

哲
也
、
す
ば
や
く
レ
バ
ー

を
ひ
く
。 

 
 

が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
く
、9

男
、
穴

に
落
ち

そ
う
に
な
り
な
が
ら

ベ
ッ
ド
に
し
が
み
つ
く
。 

 
 

9

男
、
ベ
ッ
ド
の
上
へ
と
這
い
上
が
る
。 

 
 

二
人
、
も
み
合

い
に
な
る
。 

 
 

9

男
、
哲
也
を
床
穴

に
突
き
落
と
す
。 
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○
同
・
地
下
部
屋 

 
 

哲
也
、
勢

い
よ
く
マ
ッ
ト

の
上
に
落

ち
て
く

る
。 

 
 

哲
也
、
両
手
で

受
け
身
を
と
る
。 

 
 

哲
也
、
ど
う
に
か
立
ち
上

が
る
。 

 
 

哲
也
、
室
内
を

見
渡
す
。 

 
 

薄
暗

い
室
内
に
は
大
勢
の

人
々
。 

 
 

哲
也
、
テ
ン
ト

の
前
に
立

つ

4
9

男
の

姿
を
見

つ
け
る
。 

 
 

テ
ン
ト
の
天
幕

に
は
「
抽
選
会
場
」

の
文
字
。 

 
 

哲
也
、
テ
ン
ト

へ
と
向
か
う
。 

 
 

受
付

1

、
哲
也
に
ガ
ラ
ガ
ラ
を
差
し

出

す
。 

 
 

哲
也
、
ガ
ラ
ガ
ラ
を
回
す
。 

 
 

ガ
ラ
ガ
ラ

か
ら

赤
い
玉
が

出
て
く
る
。 

 
 

哲
也
、
赤

い
玉

を
手
に
取

る
。 

 
 

赤
い

玉
に
は
「E

の

5

」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

哲
也
、
よ
く
わ
か
ら
な
い

。 

 
 

受
付

1

、
掲
示
板
に
紙
を
張
り
出
す
。 

 
 

紙
に
は
「

緑 
C

の

3

」
の

文
字
。 

 
 

若
い

女
、
テ
ン
ト
へ
と
や
っ
て
く
る
。 
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若
い

女
、
「C

の

3

」
と
書

か
れ
た
緑
色
の
玉

を
受
付

1

に
渡
す
。 

 
 

受
付

1

、
「
挑
戦
券
」
と
書
か
れ
た
チ
ケ
ッ
ト

を
若
い
女

に
渡
す
。 

 
 

若
い

女
、
テ
ン
ト
の
隣
に

設
置
さ
れ
た

地
上
へ

と
続
く
長

い
梯
子
の

前
に
立
つ
。 

 
 

大
勢

の
人
た
ち
、
若
い
女

を
見
送
る
。 

 
 

若
い

女
、
梯
子

を
の
ぼ
っ
て
い
く
。 

 
 

哲
也
、
赤

い
玉

を
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
う
。 

 
 

哲
也
、
焼

き
そ
ば
屋
の
屋
台
を
見
つ
け
る
。 

 
 

哲
也
、
腹

を
押

さ
え
る
。 

  
 

 
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

  
 

哲
也
、
座

り
込

ん
で
焼
き
そ
ば
を
食

べ
て
い

る
。 

 
 

哲
也

の
目
の
前

に
は
数
台

の
ベ
ッ
ド
。 

 
 

人
々
、
ベ
ッ
ド

の
上
に
仰
向
け
に
な
り
、
レ
バ

ー
を
引
い
て
ベ
ッ
ド

争
奪
戦
の

練
習
し
て
い
る
。 

 
 

哲
也
、
食

べ
な
が
ら

眺
め
て
い
る
。 
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×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 
  

哲
也
の
脇
に
空
に
な
っ
た
焼
き
そ
ば
の

容
器

が
い
く
つ
も
積
み
重

な
っ
て
い
る
。 

 
 

哲
也
、
す
っ
か
り
お

腹
い
っ
ぱ
い
。 

 
 

と
、

誰
か
が
や
っ
て
き
て
、
哲
也
の

隣
に
腰
を

下
ろ
す
。 

 
 

哲
也
、
隣

を
見

る
と
、
哲
也
を
倒
し
た

9

男

だ
。 

 
 

哲
也
、9

男
を
見
て
い
う
。 

 

○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

 
 

以
下

の
セ
リ
フ

が
表
示
さ
れ
る
。 

 

「
負
け
た
の
か
？
」 

 

○
地
下
部
屋 

 
 

9

男
、
弱
々
し
く
笑
っ
て
哲
也

に
返

す
。 
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○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

 

「
手
強

い
奴
が
い
た
」 

 

○
大
広
間 

 
 

2
0

2
0

男
（1

9

）
、
機
敏
な

動
作
で
リ
ズ
ム
カ

ル
に
ベ
ッ
ド
の
レ
バ
ー
を
操
っ
て
い
る
。 

 
 

挑
戦
者
が
次
々

と
穴
へ
落

ち
て
ゆ
く
。 

 

○
地
下
部
屋
（
数
時
間
後
） 

 
 

哲
也
と

9

男
の

二
人
、
座

り
込
ん
で

焼
き
そ

ば
を
食
べ
て
い
る
。 

 
 

受
付

1

、
テ
ン
ト
の
掲
示
板
に
張
り

紙

を
は

る
。 

 
 

紙
に
は
「

赤 
E

の

5

」
の
文
字
。 

 
 

哲
也
、
赤

い
玉

を
取
り
出

す
。 

 
 

「E

の

5

」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

哲
也
、
興
奮
し
て
立
ち
上

が
る
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×
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哲
也
、
テ
ン
ト

前
に
や
っ
て
く
る
。 

 
 

哲
也

、
受
付

1

に
玉
を
渡

す
。 

 
 

受
付

1

、
玉
を
見
て
首
を
振
る
。 

 
 

哲
也
、
わ
か
ら
な
い
。 

 
 

中
年

の
男
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

中
年

の
男
、
「E

の

5

」
と
書
か
れ
た

赤
い
玉

を
受
付

1

に
渡
す
。 

 
 

受
付

1

、
中
年
の
男
に
「
挑
戦
券
」

を

手
渡

す
。 

 
 

中
年

の
男
、
人
々
に
激
励

さ
れ
、
梯
子

を
の
ぼ

っ
て
い
く
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

哲
也
、9

男
の
も
と
へ
戻
っ
て
く
る
。 

 
 

哲
也
、
肩

を
す
ぼ
め
る
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×
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哲
也

、9

男
、2

0
2

0

男
の

三
人
、
座

り
込
ん

で
焼
き
そ
ば
を

食
べ
て
い
る
。 

 

○
大
広
間 

 
 

6
9

0
8

男
（1

5

）
、2

0
2

0

男
よ
り
も
さ
ら
に

機

敏
な
動
作

で
レ
バ
ー

を
操
っ
て
い
る
。 

 
 

挑
戦
者
が
次
々

と
穴
へ
落

ち
て
ゆ
く
。 

 

○
地
下
部
屋
（
数
日
後
） 

 
 

哲
也
、9

男
、2

0
2

0

男
、6

9
0

8

男
の

四
人
、

座
り
込
ん
で
焼
き
そ
ば
を

食
べ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

大
広
間
か
ら
落

ち
て
き
た

1
9

9
9

8

男

（1
2

）
、
マ
ッ
ト
の

上
で
泣
い
て
い
る
。 

 
 

人
々
、1

9
9

9
8

男
の
も
と
に
集
ま
っ
て
く
る
。 

 
 

哲
也

ら
、
騒
ぎ
に
気
づ
く
。 

 
 

哲
也

ら
、
立
ち

上
が
る
。 
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○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

 
 

「
ど
う
し
た
ん
だ
？
」 

 

○
地
下
部
屋 

 
 

哲
也

た
ち
、
心
配
そ
う
に

1
9

9
9

8

男
を
見
つ

め
て
い
る
。 

 

○
同
・
大
広
間 

 
 

長
女
（2

6

）
、
最
初

か
ら

レ
バ
ー
を

引
い
て

ベ
ッ
ド
を

ス
ラ
イ
ド

さ
せ
た
状
態
の
ま
ま

悠
々
と
読

書
し
て
い
る
。 

 
 

挑
戦
者
た
ち
、
な
す
す
べ
な
く

次
々

と
穴
に
落

ち
て
い
く
。 

 

○
地
下
部
屋 

 
 

人
々
、
怒

り
心
頭
。 

 
 

哲
也

も
怒
っ
て
い
る
。 
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○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

 
 

「
と
ん
で
も
な
い
奴
だ
」 

 
 

「
や
っ
つ
け
て
や
る
」 

 
○
地
下
部
屋 

 
 

テ
ン
ト
の
掲
示
板
に
張
り

紙
が
貼
ら
れ
る
。 

 
 

「
紅 

E

の

5
」
の

文
字
。 

 
 

哲
也
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
赤

い
玉
を
取

り
出
す
。 

 
 

哲
也
、
合
点
す
る
。 

 
 

哲
也
、
意
気
込

ん
で
テ
ン
ト
へ
向
か
う
。 

 
 

哲
也
、
受
付

1

に
赤
い
玉

を
渡
す
。 

 
 

受
付

1

、
玉
を
見
て
首
を
振
る
。 

 
 

若
い

男
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

若
い

男
、
受
付

1

に
「E

の

5

」
と
書

か
れ
た

紅
色
の
玉

を
渡
す
。 

 
 

受
付

1

、
若
い
男
に
挑
戦
券
を
手
渡

す
。 

 
 

若
い

男
、
人
々

に
激
励
さ
れ
、

梯
子

を
の
ぼ
っ

て
い
く
。 

 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

（6
0

年
経
過
） 
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哲
也
（8

4

）
、
座

り
こ
ん
で
い
る
。 

 
 

哲
也
、
す
っ
か
り
老
い
、

顔
中
し
わ
だ
け
。 

 
 

テ
ン
ト
の
掲
示
板
に
紙
が

張
り
出
さ
れ
る
。 

 
 

紙
に
「
カ
ー
マ
イ
ン 

E

の

5

」
の

文
字
。 

 
 

哲
也
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
赤

い
玉
を
取

り
出
す
。 

 
 

哲
也
、
玉

を
見

て
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
お
う
と
す

る
。 

 
 

中
年

の
女
、
哲
也
の
肩
を

叩
く
。 

 
 

中
年

の
女
、
哲
也
の
玉
を

指
さ
す
。 

 
 

哲
也
、
わ
か
ら
な
い
。 

 
 

中
年

の
女
、
掲
示
板

の
張

り
紙
を
指

さ
す
。 

 

○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

 
 

「
抽
選
に
当
た
っ
て
ま
す
よ
」 

 

○
地
下
部
屋 

 
 

哲
也
、
慌

て
て

立
ち
上
が
る
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×
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哲
也
、
受
付

2

に
赤
い
玉
を
渡
す
。 

 
 

受
付

2

、
玉
を
見
て
、
哲
也
に
挑
戦
券

を
手
渡

す
。 

 
 

哲
也
、
梯
子
の

前
に
立
つ
。 

 
 

哲
也
、
梯
子
を

見
上
げ
る
。 

 
 

哲
也
、
人
々
に

見
送
ら
れ
て
梯
子
を
の
ぼ
り

始

め
る
。 

○
ど
こ
ま
で
も

続
く

梯
子 

 
 

哲
也
、
苦

し
そ
う
に

登
っ
て
ゆ
く
。 

 

○
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

家
・
客
間 

 
 

シ
ャ
ン
デ
リ
ア

の
あ
る
明

る
い
室
内

。 

 
 

哲
也
、
地
下
と

繋
が
っ
て
い
る

床
下

の
穴
か
ら

息
絶
え
絶

え
で
現
れ
る
。 

 
 

哲
也
、
眩

し
さ
に
目
を
覆

う
。 

 
 

哲
也
、
目

を
開

け
る
と
目

の
前
に
執
事

が
立
っ

て
い
る
。 

執
事
、
哲
也
を

椅
子
に
座

ら
せ
る
。 

 
 

執
事
、
戸
棚
か
ら
小
箱
を

取
り
出
す
。 
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執
事
、
小
箱
を

開
け
る
。 

 
 

小
箱

の
中
に
は

い
く
つ
も
の
飴
玉
。 

 
 

飴
玉

の
袋
に
は
「
木
村
陽
平
」
「
林
顕
子
」

「
松
山
ひ
か
り
」
な
ど
姓
名
が

書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

執
事
、
小
箱
か
ら
飴
玉
を

一
つ
取
る
。 

 
 

袋
に
は
「
栗
林
太
郎
」
と

書
か
れ
て
い
る
。 

執
事
、
袋

を
開

け
、
飴
玉

を
哲
也
の

口
の
中
に

入
れ
る
。 

 
 

哲
也
、
脳
裏
に

稲
妻
が
走

る
。 

 

○
病
院
・

分
娩
室 

 
 

栗
林
太
郎
（0

）
、
母
百
合
子
の
胸
元

に
抱
か

れ
て
い
る
。 

 

○
栗
林
家
・
居
間 

 
 

太
郎
（5

）
、
柱
に
ぴ
た
り
と
背
中
を
く
っ
つ

け
て
い
る
。 

 
 

百
合
子
、
太
郎

の
身
長
を

測
っ
て
い
る
。 

 
 

百
合
子
、

マ
ジ
ッ
ク

ペ
ン

で
柱
に
印

を
つ
け

る
。 
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○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

 
 

「
ま
た
大
き
く
な
っ
た
ね
」 

 
○
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

家
・
客
間 

 
 

哲
也
、
目

を
閉

じ
て
い
る
。 

 
 

哲
也
、
心

な
し
か
顔
の
し
わ
が
う
っ
す
ら
と

消

え
て
い
る
。 

 

○
栗
林
家
・
居
間 

 
 

学
生
服
を
着
た

太
郎
（1

5

）
、
台
所

を
通
り

か
か
る
。 

 
 

百
合
子
、
太
郎

を
見
上
げ
る
。 

 

○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

 

 
 

「
背
、
ま
た
伸

び
た
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

 

○
栗
林
家
・
居
間 

 
 

太
郎
、
た
く
さ
ん
の
印
の
つ
い
た
柱

を
見
る
。 

 
 

太
郎
、
柱

に
背

を
つ
け
、

頭
に
手
を

当
て
て
身
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長
を
計
る
。 

 
 

太
郎

の
手
の
位
置
、

最
後

に
付
け
ら
れ
た
印
よ

り
も
う
ん
と
高
い
。 

 
○
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

家
・
客
間 

 
 

哲
也
、
栗
林
の

成
長
と
反
比
例

す
る
よ
う
に

徐
々
に
若

さ
を
取
り

戻
し
て
い
る
。 

 

○
食
堂
・
厨
房 

 
 

太
郎
（2

0

）
、

野
菜
を
剥

い
て
い
る

。 

 
 

そ
ば
で
亜
美
、
重
た
い
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
を
持
て

ず
に
い
る
。 

 
 

太
郎
、
代

わ
り
に
持
っ
て
や
る
。 

 
 

二
人
、
微
笑
む
。 

 

○
映
画
館
・
館
内 

 
 

太
郎

と
亜
美
、
映
画

を
見

て
い
る
。 

 
 

太
郎
、
亜
美
へ
そ
っ
と
手

を
伸
ば
す
。 

 
 

が
、

躊
躇
し
て

亜
美
の
手

を
触
れ
ら
れ
ず
に
い

る
。 
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○
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

家
・
客
間 

 
 

哲
也
、
目

を
閉

じ
て
い
る
。 

 
 

哲
也
、
先

ほ
ど
よ
り
も
若
返
っ
て
い
る
。 

 

○
結
婚
式
場 

 
 

太
郎
（2

3
）
と

亜
美
の
結
婚
式
。 

 
 

二
人
、
誓

い
の

キ
ス
を
す
る
。 

 

○
道
・
冬

の
朝 

 
 

太
郎

と
亜
美
、

並
ん
で
歩

い
て
い
る
。 

 

○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

「
な
ん
か

心
地
い
い

肌
寒
さ
」 

「
き
っ
と

二
人
一
緒

に
い
る
か
ら
さ
」 

「…

」 

「
隣
に
君

が
い
な
か
っ
た
ら
、

寒
い
だ
け
か
も
」 

 

○
道
・
冬

の
朝 

 

亜
美
、
太
郎

の
手

を
握
る
。 
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太
郎
、
強
く
握
り

返
す
。 

 

二
人
、
見
つ
め
合

う
。 

 

○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

「
こ
ん
な

幸
せ
が
ず
っ
と

続
け
ば
い
い
な
」 

 

○
太
郎
の

家
・
居
間 

 
 

太
郎
（3

0

）
と

亜
美
、
皿

を
投
げ
合

っ
て
夫

婦
喧
嘩
を
し
て
い
る
。 

 
 

娘
の

愛
、
怖
が
っ
て

泣
い
て
い
る
。 

 

○
会
社
・
夜
の
オ
フ
ィ
ス 

 
 

太
郎
、
机

に
座

っ
て
残
業

を
し
て
い
る
。 

 

○
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

家
・
客
間 

 
 

哲
也
、
目

を
閉

じ
て
い
る
。 

哲
也
、
先

ほ
ど
よ
り
も
若
返
っ
て
い

る
。 

 

○
太
郎
の

家
・
洗
面
所 
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太
郎
（5

0

）
、
鏡
で
自
分

の
顔
を
見

る
。 

 
 

太
郎
、
顔

の
し
わ
に

気
づ
く
。 

 

○
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

家
・
客
間 

 
 

哲
也
、
目

を
つ
ぶ
っ
て
い
る
。 

 
 

哲
也
、
す
っ
か
り
顔
の
し
わ
が
な
く
な
っ
て
い

る
。 

 

○
病
院
・
病
室 

太
郎
（6

0

）
、
ベ
ッ
ド
で

眠
っ
て
い
る
。 

 
 

亜
美

と
愛
、
泣

い
て
い
る
。 

 

 

○
同
・
霊
安
室 

 
 

看
護
婦
、
太
郎

に
白
い
布

を
被
せ
る
。 

 

○
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

家
・
客
間 

 
 

す
っ
か
り

若
返

っ
た
哲
也
（2

4

）
。 

 
 

執
事
、
哲
也
に

バ
ケ
ツ
を

差
し
出
す
。 

 

 
 

哲
也
、
口

の
中

の
飴
玉
を

バ
ケ
ツ
に

吐
き
出

す
。 
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飴
玉
、
ど
す
黒

く
変
色
し
て
い
る
。 

 
 

哲
也
、
戸
惑
い
な
が
ら
周
囲
を
見
渡

す
。 

 

○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

 
 

「
こ
こ
は
ど
こ
だ
？
」 

 

○
客
間 

 
 

執
事
、
説
明
書

を
哲
也
に

渡
す
。 

 
 

哲
也
、
説
明
書

に
目
を
や
る
。 

 
 

説
明
書
に
は
ベ
ッ
ド

争
奪
戦
の
ル
ー
ル

が
図
解

付
き
で
載

っ
て
い
る
。 

 
 

哲
也
、
説
明
書

を
読
む
。 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

哲
也
、
糸
で
天
井
に
吊
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

客
間

の
床
が
開

く
。 

 
 

哲
也
、
床
穴
へ

ゆ
っ
く
り
と
垂
れ
下

が
る
。 
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○
大
広
間 

 
 

哲
也
、
降

り
て
く
る
。 

 
 

老
人

と
な
っ
た

長
女
（8

6

）
、
レ
バ
ー

を
引

い
て
ベ
ッ
ド
を
ス
ラ
イ
ド

さ
せ
た
ま
ま
悠
々

と
読
書

し
て
い
る
。 

 
 

哲
也
、
仰
天
す
る
。 

 
 

今
に
も
切
れ
そ
う
な

糸
。 

 
 

哲
也
、
一

か
八

か
体
を
揺

す
り
、
振

り
子
の
よ

う
に
糸
を

ブ
ラ
ブ
ラ

さ
せ
る
。 

 
 

ち
ょ
う
ど

ベ
ッ
ド
の
真
上

で
糸
が
切

れ
る
。 

 
 

哲
也
、
ベ
ッ
ド

に
落
下
す
る
。 

 
 

哲
也
、
長
女
と

揉
み
合
う
。 

 
 

哲
也
、
長
女
を

穴
に
突
き

落
と
す
。 

 

○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

 

「
や
っ
た
ぞ
！
」 

 

○
大
広
間 

 
 

哲
也
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。 

 
 

が
、

長
女
、
ま
だ
ベ
ッ
ド

の
下
に
張

り
付
い
て
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お
り
、
哲
也
を
引
き
ず
こ
も
う
と
す
る
。 

哲
也
「
（
恐
怖

で
）
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」 

 
 

長
女
、
ベ
ッ
ド

に
這
い
上

が
る
。 

 
 

哲
也
、
必
死
に

抵
抗
す
る
。 

 
 

二
人
、
揉

み
合

う
。 

 
 

哲
也
、
長
女
を

蹴
り
飛
ば
す
。 

 
 

長
女
、
勢
い
よ
く
穴
に
落

ち
て
ゆ
く
。 

 
 

哲
也
、
荒

い
息

を
吐
く
。 

 
 

哲
也
、
レ
バ
ー

を
引
い
て

ベ
ッ
ド
を

定
位
置
に

も
ど
す
。 

哲
也
、
天
井
を

見
つ
め
る
。 

 
 

や
や
あ
っ
て
、

天
井
か
ら

糸
に
吊
さ
れ
た
四
女

が
ゆ
っ
く
り
と

降
り
て
く
る
。 

 
 

哲
也
、
四
女
と

見
つ
め
合

う
。 

 
 

以
下
、
冒
頭
に

戻
っ
て
ル
ー
プ

が
続

く
。 

（
お
わ
り

） 


